
円
）し
か
な
か
っ
た
。そ
の
類

い
希
な
誠
意
と
人
間
的
な
大

き
さ
、
優
し
さ
、
清
廉
潔
白

さ
に
触
れ
る
な
ら
、
彼
を
嫌

い
だ
と
思
う
よ
う
な
人
は
い

な
い
と
い
う
。
歴
史
上
の
あ

ら
ゆ
る
指
導
者
の
な
か
で
、

も
っ
と
も
深
く
敬
愛
さ
れ
て

い
る
人
で
あ
ろ
う
。

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
コ
ロ
ナ
禍
直

前
の
２
０
１
９
年
11
月
に
、

中
国
山
東
省
青
島
で
中
国
防

損
協
会
（
中
国
チ
ェ
ー
ン
ス

ト
ア
の
幹
部
）
と
有
意
義
な

会
議
を
持
っ
た
。
初
と
な
る

会
議
の
結
び
で
、
中
国
防
損

協
会
か
ら
は
「
次
回
の
総
会

に
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」

と
招
聘
い
た
だ
い
て
い
る
。

中
国
防
損
協
会
と
い
う
一
点

の
光
明
に
感
謝
し
、
ロ
ス
・

プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
連
帯
の
花

を
ア
ジ
ア
で
咲
か
せ
た
い
と

思
う
。

周
恩
来
先
生
の
言
わ
れ
た

「
今
は
分
か
ら
な
い
か
も
知

れ
な
い
が
20
年
後
、
30
年
後

に
分
か
る
」
を
胸
に
秘
め
な

が
ら
、
中
国
防
損
協
会
の
総

会
に
行
く
日
を
私
は
待
っ
て

い
る
。
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視
察
ツ

ア
ー
＆
中
国
防
損
協
会
会
合

限
定
動
画
（
７
分
）

ら
く
お
勤
め
い
た
だ
い
た
万

引
防
止
の
光
明
の
任
、
お
疲

れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
右
の
写
真
は
２
０
２
０

年
10
月
16
日
長
年
の
万
引
き

防
止
対
策
へ
の
貢
献
に
対
し

て
、
東
京
万
引
き
防
止
官
民

合
同
会
議
か
ら
感
謝
状
を
贈

呈
さ
れ
た
際
の
ス
ナ
ッ
プ
シ

ョ
ッ
ト
。
桜
田
門
を
臨
む
警

視
庁
会
議
室
に
て
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

周
恩
来
は
、
１
９
７
５
年

に
国
防
・
農
業
・
工
業
・
科
学

技
術
の
四
分
野
の
革
新
を
目

指
す
「
四
つ
の
現
代
化
」
を

提
唱
し
、
後
の
鄧
小
平
に
つ

な
が
る
「
改
革
・
開
放
」
の

基
盤
を
築
き
、
１
９
７
６
年

に
没
す
る
。
彼
の
死
後
、
彼

と
鄧
穎
超
夫
人
の
帳
簿
整
理

に
当
た
っ
た
人
に
よ
る
と
、

周
恩
来
の
当
時
の
所
得
は
、

給
与
と
給
与
振
込
口
座
の
預

金
残
高
に
対
す
る
利
子
の
み

だ
っ
た
。
支
出
は
、
食
費
、

党
費
、
家
賃
、
新
聞
代
、
日

用
品
、
親
戚
へ
の
仕
送
り
、

職
員
へ
の
手
当
て
、
寄
付
金

な
ど
が
あ
っ
た
。
残
さ
れ
た

貯
蓄
は
、
夫
妻
合
わ
せ
て
わ

ず
か
５
１
０
０
元
（
約
20
万

万
防
機
構
の
活
動
状
況

◆
万
防
時
報
31
号
を
９
月

に
発
行
し
、
会
員
や
関
係
団

体
な
ど
に
送
付
し
ま
し
た
。

内
容
は
理
事
長
挨
拶
／
来
賓

挨
拶
、
渋
谷
書
店
万
引
対
策

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
委
員
会
、
特
集

／
ロ
ス
・
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ

ン
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
各
地
、
各
業

界
の
万
引
き
対
策
の
取
組
み

状
況
、
万
防
機
構
の
活
動
状

況
、
会
員
紹
介
（
団
体
・
個

人
）、
感
謝
（
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
一

同
）
な
ど
。

◆
万
防
機
構 

前
副
理
事

長
／
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
顧
問
の
福
井

昻
（
ふ
く
い
・
こ
う
）
様
が

９
月
27
日
（
火
）
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
享
年
83
歳
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
長

た
に
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
導
入

店
の
店
頭
告
知
を
求
め
て
い

ま
す
。
こ
の
要
請
に
応
え
る

た
め
、
９
月
９
日
第
３
回
理

事
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
本

日
、
下
記
の
推
奨
顔
認
証
シ

ス
テ
ム
導
入
店
の
店
頭
告
知

マ
ー
ク（
別
名
：
顔
識
別
機
能

付
き
カ
メ
ラ
用
ア
イ
コ
ン
）

を
リ
リ
ー
ス
し
ま
す
。
安

全
・
安
心
・
快
適
を
願
い
、

日
本
中
の
顔
認
証
シ
ス
テ
ム

導
入
店
に
は
こ
の
マ
ー
ク
が

掲
示
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

◆
９
月
26
日
関
西
防
犯
設

備(

士)

協
会
連
合
会
展
示

会
で
「
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
の

紹
介
」
を
さ
せ
て
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。
平
野
連
合
会
会

長
の
ご
尽
力
で
、
防
犯
設
備

士
、総
合
防
犯
設
備
士
、大
阪

府
警
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、

各
区
役
所
等
行
政
機
関
、
大

阪
府
警
備
業
協
会
、
大
阪
府

警
備
業
協
同
組
合
、
大
阪
府

防
犯
協
会
連
合
会
、
大
阪
ビ

ル
メ
ン
協
会
等
の
防
犯
関
連

団
体
、
そ
の
他
、
防
犯
関
連

団
体
の
多
数
の
方
の
ご
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

え
、
顔
認
証
カ
メ
ラ
や
Ａ
Ｉ

カ
メ
ラ
の
市
場
動
向
と
注
意

す
べ
き
点
に
つ
い
て
解
説
。

講
師
：
工
業
会
日
本
万
引

防
止
シ
ス
テ
ム
協
会
（
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
）　

会
長
・
個
人
情
報
管

理
室
長　

稲
本
義
範 

当
日
資
料
：
こ
ち
ら
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

そ
の
他
の
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
勉
強

会
な
ど
の
情
報

◆
Ｐ
ｕ
ｂ
ｔ
ｅ
Ｘ
（
パ
ブ

テ
ッ
ク
ス
）
様
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
見
学
会
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
90

分
コ
ー
ス　

開
催
日
11
月
９

日
13
：
00
～
14
：
30
、
15
：

00
～
16
：
30　

 

同
社
シ
ョ
ー
ル
に
お
い

て
、
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
タ
グ
が
出
版

物
に
搭
載
さ
れ
る
と
書
店
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
の
か
、
日
常
業
務

を
ベ
ー
ス
に
出
版
流
通
に
お

け
る
各
種
デ
ー
タ
の
取
得
・

活
用
や
防
犯
対
策
ま
で
Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ
タ
グ
の
可
能
性
を
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
第
４
回
理
事
会
を
12
月

９
日
15
：
00
～
16
：
50
に
高

千
穂
交
易
（
株
）
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
す
。
16
：
00
か
ら
の

勉
強
会　

消
費
者
庁
公
益
通

報
よ
り
『
組
織
の
不
正
を
未

然
に
防
止
！
通
報
者
も
企
業

も
守
る
「
公
益
通
報
者
保
護

制
度
」』
に
つ
い
て
、ご
説
明

い
た
だ
き
ま
す
。

講
師　

消
費
者
庁　

参
事

官（
公
益
通
報
・
協
働
担
当
）

付　

主
査　

渡
邊
修
人
様

◆
９
月
15
日
に
推
奨
顔
認

証
シ
ス
テ
ム
導
入
店
の
店
頭

告
知
マ
ー
ク
を
リ
リ
ー
ス
し

ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
法
で
、
新

理
山
藤
健
児
氏

⑤
最
後
に
各
自
一
言
、
司
会

の
纏
め

詳
細
は
こ
ち
ら
の
「
ご
案

内
・
申
込
サ
イ
ト
（
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
ま
で
。

　

10
月
７
日
（
金
）
15
：
00

～
16
：
30
に
は
、
同
会
場
内

で
「
公
共
空
間
で
進
む
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
」
が
開
催
さ

れ
た
。
渋
谷
書
店
万
引
対
策

共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
年

間
の
成
果
に
つ
い
て
、
メ
ン

バ
ー
の
越
智
部
長
よ
り
説
明

が
な
さ
れ
た
。

①
司
会
：
野
口
勇
人
氏　

セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
産
業
新
聞　

編

集
長

※
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
主
席
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

②
越
智
康
雄
氏　

グ
ロ
ー
リ

ー
（
株
）
国
内
カ
ン
パ
ニ
ー 

営
業
本
部
画
像
認
識
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
推
進
統
括
部
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
販
売
企
画
部
長

③
小
松
原
康
弘
氏　

セ
コ
ム

（
株
）
Ｉ
Ｓ
研
究
所　

企
画

グ
ル
ー
プ　

主
務

④
大
星
光
弘
氏　

個
人
情
報

保
護
委
員
会
事
務
局　

個
人

情
報
保
護
制
度
担
当
室
企
画

官…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
24
回
自
動
認
識
総
合
展

　

９
月
15
日（
木
）の
自
動
認

識
セ
ミ
ナ
ー
13
：
30—

14
：
20

「
万
引
防
止
に
関
す
る
画
像

認
識
の
状
況
や
使
用
事
例
、

法
律
的
な
課
題
」
で
登
壇
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

内
容
：
Ｅ
Ａ
Ｓ
機
器
と
防

犯
カ
メ
ラ
の
工
業
会
、
認
定

個
人
情
報
保
護
団
体
管
理
者

と
し
て
、「
改
正
個
人
情
報

保
護
法
」
及
び
「
犯
罪
予
防

や
安
全
確
保
の
た
め
の
カ
メ

ラ
画
像
利
用
に
関
す
る
有
識

者
検
討
会
」
の
発
表
を
踏
ま

③
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

コ
ネ
ク

ト
の
画
像
解
析
×
安
心
安
全

　

納
入
事
例

登
壇
者
：
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク　

コ
ネ
ク
ト（
株
）　

現
場
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
推
進
部　

マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
課　

Ｓ
Ｅ
係　

係
長　

新
井
浩
樹
氏

④
富
士
通
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
が

提
供
す
る
万
引
き
抑
止
策

登
壇
者
：
富
士
通
フ
ロ
ン
テ

ッ
ク
（
株
）　

営
業
本
部 

ビ

ジ
ネ
ス
推
進
統
括
部 

共
創

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
部　

部
長
代

７
章
）
成
文
堂
２
０
２
２
年

３
月
、
不
動
産
テ
ッ
ク
（
担

当
：
分
担
執
筆
、
範
囲
：
第

４
章
）
朝
倉
書
店
２
０
２
０

年
11
月 

主
催
：
工
業
会
日
本
万
引

防
止
シ
ス
テ
ム
協
会
（
Ｊ
Ｅ

Ａ
Ｓ
）　

Ｄ
Ｘ
推
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

詳
細
は
こ
ち
ら
の
「
ご
案

内
・
申
込
サ
イ
ト
（
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
ｓ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
ま
で
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

10
月
７
日（
金
）の
12
時
か

ら
13
時
ま
で
開
催
さ
れ
た
、

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｎ　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

Ｏ
工
業
会
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ

ー
「
危
機
管
理
に
役
立
つ
エ

ッ
ジ
解
析
カ
メ
ラ
等
の
最
前

線
事
例
」
の
動
画
が
視
聴
で

き
る
。
エ
ッ
ジ
カ
メ
ラ
、
エ

ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
実
用
性
を
学
ぶ
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

【
内
容
】

小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
の

現
場
で
、
高
速
処
理
・
負
荷

分
散
さ
れ
た
エ
ッ
ジ
解
析
カ

メ
ラ
等
の
普
及
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
そ
の
効
果
的
な
運

用
例
を
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
各
社
が
紹

介
し
ま
す
。

同
時
に
空
間
利
用
に
お
け

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮

や
安
全
管
理
措
置
を
説
明
し

ま
す
。

【
進
行
】

司
会　

新
井
浩
樹
氏
（
カ

メ
ラ
画
像
安
全
利
用
推
進
委

員
会
）

①
メ
ン
バ
ー
紹
介
と
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｓ
簡
易
説
明

②
エ
ッ
ジ
カ
メ
ラ
一
筋
～
Ａ

ｘ
ｉ
ｓ　

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ
ｉ

ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ
の
取
り
組

み
　

登
壇
者
：
ア
ク
シ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
株
）

　

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ク
セ
ス
営

業
部　

リ
テ
ー
ル
担
当　

シ

ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

森
川

真
次
氏

方
で
判
断
を
下
し
て
い
る
の

だ
！
」
と
い
う
こ
と
が
実
感

で
き
る
。
お
ま
け
に
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
の
勉
強
に
も
な
る
優
れ

た
一
冊
だ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

先
述
の
「
犯
罪
予
測　

Ａ

Ｉ
に
よ
る
分
析
」
の
第
５
章

と
第
７
章
を
執
筆
さ
れ
た
西

颯
人
（
に
し
・
は
や
と
）
先
生

を
編
著
の
守
山
正
先
生
（
拓

殖
大
学
名
誉
教
授
）
に
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
案
内
文
を
紹
介
す
る
。

な
お
、
守
山
正
先
生
は
東
京

万
引
き
防
止
官
民
合
同
会
議

で
、
挨
拶
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

の
実
験
報
告
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
何
回

も
ご
登
壇
い
た
だ
い
た
方
で

あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
セ
ミ

ナ
ー
「
Ａ
Ｉ
・
犯
罪
等
統
計

予
測
を
明
日
の
社
業
に
如
何

に
活
か
す
か
」

日
時
：
12
月
13
日
（
火
）

16
：
00
～
17
：
00
（
質
疑
応

答
含
む
17
：
30
）

内
容
：
防
犯
情
報
や
売
場

情
報
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ

れ
、
多
く
の
デ
ー
タ
が
集
ま

り
始
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

先
駆
け
と
し
て
、西
颯
人（
に

し 

は
や
と
）先
生
に
ご
講
演

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

西
颯
人（
に
し
・
は
や
と
）

先
生
の
ご
紹
介　

所
属
：
一
橋
大
学
ソ
ー
シ

ャ
ル
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
特

任
助
教
２
０
２
２
／
04—

）、

麗
澤
大
学 

特
任
研
究
員（
２

０
２
２
／
04—

）東
京
大
学
空

間
情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

客
員
研
究
員
（
２
０
２
２
／

05
／
10—

）、
専
門
・
関
心
：

統
計
的
都
市
解
析
、
住
宅
・

不
動
産
価
格
、
都
市
の
安
全

（
犯
罪
・
交
通
事
故
）ア
プ
ロ

ー
チ
、
統
計
モ
デ
リ
ン
グ
、

ベ
イ
ズ
モ
デ
リ
ン
グ
、
時
系

列
解
析
、
統
計
的
機
械
学
習

出
版
物
：
犯
罪
予
測
：
Ａ
Ｉ

に
よ
る
分
析
（
担
当
：
分
担

執
筆
、
範
囲
：
第
５
章
、
第

き
、
理
論
と
実
践
を
中
心
と

し
た
国
内
外
の
研
究
調
査
や

実
施
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

犯
罪
予
測
の
今
後
の
課
題
を

提
示
さ
れ
て
い
る
。

◆
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
わ
か
る
機

械
学
習
超
入
門––

Ａ
Ｉ
の
モ

デ
ル
と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
わ

か
る　

涌
井
良
幸
（
著
）、涌

井
貞
美
（
著
）

 

Ａ
Ｉ
の
仕
組
み
に
つ
い

て
、
基
本
か
ら
解
説
し
た
入

門
書
と
な
っ
て
お
り
、
図
を

多
用
し
て
モ
デ
ル
と
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
解
説
し
、
Ｅ
ｘ
ｃ

ｅ
ｌ
で
そ
れ
を
確
か
め
る
と

い
う
ス
タ
イ
ル
な
の
で
、

「
Ａ
Ｉ
は
こ
の
よ
う
な
考
え

の
認
定
発
表
は
11
月
18
日
の

第
２
回
科
学
保
安
講
習
会
の

開
始
前
に
行
う
予
定
で
あ

る
。
面
倒
で
も
、
こ
の
よ
う

な
一
つ
一
つ
の
努
力
が
防
犯

民
主
主
義
実
現
の
光
明
に
な

る
と
確
信
し
て
い
る
。

 お
勧
め
の
２
冊

◆
犯
罪
予
測　

Ａ
Ｉ
に
よ

る
分
析　

守
山
正
先
生 

（
編

著
）、
執
筆
者　

西
颯
人
先

生
、
星
周
一
郎
先
生
な
ど

 

近
年
、英
米
を
中
心
に
発

展
し
つ
つ
あ
る
Ａ
Ｉ
に
よ
る

犯
罪
予
測
活
動
に
つ
き
、
わ

が
国
で
初
め
て
出
版
さ
れ
た

総
合
的
体
系
書
で
あ
る
。
神

奈
川
県
警
察
が
組
織
し
た
産

官
学
協
働
の
研
究
会
に
基
づ

か
ら
一
筋
の
光
が
射
し
、

眺
め
は
一
段
と
美
し
い
。 

人
間
社
会
の
す
べ
て
の
真
理

は
、
求
め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど

あ
い
ま
い
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
の
あ
い
ま
い
さ
の
中
に
、

偶
然
一
点
の
光
明
を
見
つ
け

た
時
に
は
、
さ
ら
に
美
し
く

思
わ
れ
る
。

そ
れ
か
ら
30
年
後
の
１
９

４
９
年
に
中
華
人
民
共
和
国

が
建
国
さ
れ
た
。
直
後
の
日

本
人
戦
犯
裁
判
で
は
、
起
訴

１
５
５
人
、
死
刑
７
人
、
執

行
猶
予
付
き
死
刑
３
人
が
確

定
し
た
。

し
か
し
、
周
恩
来
の
指
示

で
最
終
的
に
起
訴
51
人
、
死

刑
な
し
、
無
期
懲
役
な
し
、

懲
役
20
年
４
人
に
減
刑
さ
れ

た
。対
し
て
、連
合
軍
側
が
裁

い
た
Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
の
裁
判
で

は
死
刑
判
決
が
９
２
０
人
、

終
身
刑
判
決
が
３
８
３
人
に

も
及
ん
だ
。

あ
ま
り
の
寛
大
な
処
置
に

収
容
所
ス
タ
ッ
フ
か
ら
不
満

が
出
た
が
「
今
は
分
か
ら
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
20
年

後
、
30
年
後
に
分
か
る
」
と

周
恩
来
は
言
っ
た
と
い
う
。

１
９
５
３
年
か
ら
１
９
７

２
年
ま
で
、
周
恩
来
は
日
本

の
客
人
と
２
８
７
回
会
見

し
、
延
べ
３
２
３
の
代
表
団

と
会
っ
た
。
周
総
理
が
会
見

し
た
外
国
の
客
人
の
中
で
、

日
本
の
客
人
の
数
が
ず
っ
と

１
位
を
占
め
て
い
た
と
い

う
。
周
恩
来
と
い
う
一
筋
の

光
明
が
日
中
関
係
を
未
来
へ

と
導
い
た
の
だ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

９
月
12
日
に
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は

第
３
回
推
奨
顔
認
証
シ
ス
テ

ム
審
査
を
書
店
会
館
３
階
で

実
施
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
顔
認
証
の
認
証
精
度

確
認
を
当
万
防
機
構
が
通
行

人
役
な
ど
で
協
力
し
た
。
審

査
に
立
ち
会
っ
て
、
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
大
量
デ
ー

タ
を
基
に
作
ら
れ
た
最
新
顔

認
証
シ
ス
テ
ム
の
性
能
や
照

合
ス
ピ
ー
ド
が
著
し
く
向
上

し
て
い
る
の
に
驚
い
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
現
場
で
使
い

こ
な
す
方
へ
の
指
導
と
分
か

り
や
す
い
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
必
携
だ
と
感
じ
た
。
今
回

偶
然
見
一
点
光
明

ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
な
ど

の
報
道
に
よ
る
と
、
前
線
で

は
司
令
官
に
戦
地
で
見
捨
て

ら
れ
、〝
肉
の
盾
〟
と
し
て
使

わ
れ
た
ロ
シ
ア
兵
達
の
投
降

が
続
い
て
い
る
と
い
う
。
部

分
動
員
さ
れ
た
新
人
ロ
シ
ア

兵
５
０
０
名
が
、
戦
わ
ず
に

逃
げ
た
と
い
う
事
例
も
あ
る

ら
し
い
。
何
故
な
ら
、
そ
れ

が
彼
ら
に
と
っ
て
生
き
残
る

唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

民
族
的
な
兄
弟
殺
し
を
避
け

る
一
点
の
光
明
だ
か
ら
で
あ

る
。東

の
煌
び
や
か
な
宮
殿
に

い
る
裸
の
王
・
プ
ー
チ
ン
氏

に
は
、〝
肉
の
盾
〟
と
し
て

使
わ
れ
た
ロ
シ
ア
兵
達
の
怒

り
・
悲
し
み
・
恐
怖
は
届
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
想

像
す
る
に
、
多
く
の
場
合
、

プ
ー
チ
ン
氏
の
耳
に
届
く
の

は
「
今
日
も
西
部
戦
線
異
状

な
し
」
な
の
だ
ろ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

９
月
29
日
、
日
中
の
国
交

が
正
常
化
し
て
か
ら
50
周
年

を
迎
え
た
。
そ
の
中
国
側
の

責
任
者
は
初
代
中
華
人
民
共

和
国
総
理
と
し
て
１
９
４
９

年
か
ら
76
年
ま
で
、
27
年
に

わ
た
っ
て
中
国
を
率
い
た
周

恩
来
で
あ
る
。
周
恩
来
は
１

９
１
７
年
か
ら
１
９
１
９
年

ま
で
の
青
春
時
代
に
日
本
へ

留
学
し
た
。
希
望
し
た
東
京

第
一
高
等
学
校
と
東
京
高
等

師
範
学
校
は
不
合
格
と
な

り
、
最
後
の
半
年
は
京
都
に

住
み
、
京
都
大
学
の
聴
講
生

と
な
っ
て
い
た
。
下
記
の
雨

中
嵐
山
の
詩
は
、
帰
国
す
る

寸
前
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。

夢
叶
わ
ず
失
意
の
帰
国
だ
と

察
す
る
が
、
こ
の
詩
に
は
新

た
な
光
明
を
発
見
し
た
喜
び

が
あ
る
。

雨
の
中
、
二
度
嵐
山
に
遊

ぶ
。
両
岸
の
青
い
松
が
幾
本

か
の
桜
を
挟
ん
で
い
る
。

そ
の
尽
き
る
と
こ
ろ
に
、

一
つ
の
山
が
そ
び
え
て
い

る
。流

れ
る
水
は
、
こ
ん
な
に

も
緑
で
あ
り
、
石
を
め
ぐ
っ

て
人
影
を
映
し
て
い
る
。

雨
脚
は
強
く
、
霧
は
濃
く

立
ち
こ
め
て
い
た
が
、
雲
間

万
引
対
策
百
般  

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
立だ

ち  

余
話（
23
）

偶
然
見
一
点
光
明　
Ａ
Ⅰ
・
犯
罪
等
統
計
予
測
を
如
何
に
活
か
す
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構

全
国
万
引
犯
罪
防
止
機
構
（
通
称
：
マ
ン
ボ
ウ
）

万
引
撲
滅
の
た
め
の
戦
略
を
本
気
で
提
言
・
実
践
す

る
小
売
業
界
を
中
心
に
組
織
化
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

文
：
事
務
局
（
稲
本
義
範
）




